発展途上国における戦略的CSRと不正行為に関する研究 : カンボジアにおける住友化学のオリセットネット事業をケースとして by 倉持 一 et al.
81
Ⅰ　は じ め に
1　背景事情と本稿の目的
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（Ackerman and Bauer, 1976）。この考えを発展させ
た Frederic（1986; 1994）は，従来から企業が負っ
ている責任の範疇を「CSR1＝ Corporate Social 
Responsibility」と，さらに，そのような基礎的
な責任範疇を超えて，企業が社会からの期待に答











































































































































































































































表 2　伝統的 CSR から戦略的 CSR への変化
経営戦略的次元
経営戦略と CSRとの機能的関係性
































積極的事前行動 社会的問題に対する予測的行動。 先行者が優位性を築く。 市場機会が見いだせる社会的
問題に対する予測的行動。


































































論　点 社会的な合理性 経済的な合理性 合理性の両立
視　点 市民中心視点 企業中心視点 価値創造
理　念 社会や地域への貢献 企業利益の最大化 社会的価値と経済的価値の最大化
目　標 事業の継続 利益・事業の拡大 社会的課題解決と事業の継続






発　想 共生，地域内連携 効率化，経営改善 共生，競争優位獲得
類　型 旧日本的 アメリカ的 グローバル












































































































































































































































































② Schwartz and Gibb（1999）のフレームワーク，
③ Laszlo（2008）のフレームワーク，④ Iansiti 








































わが国では，不正競争防止法（平成 5年 5月 19日





































































































































































































































多 く の 指 摘（Wood, 1991; McWilliams and Siegel, 
2001; Joyner and Payne, 2002; Margolis and Walsh, 
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